
       平成 29年第４回定例会一般質問 

 14番議員真政会の園部増治です。議長のお許しをいただきました

ので通告に従い、「市政全般について」と「教育について」の２件に

つき質問をさせていただきます。 

 まず初めに市政全般についてお伺いいたします。針谷市長におか

れましては、昨年１１月２７日の市長選において当選をされてから

１年になります。市長選においては古河市の未来のために魅力ある

まちづくりを推進していく決意が述べられました。 

【まちづくりへの決意】 

新生古河市が誕生して１１年が経過し、日野自動車本社工場の誘致

をはじめ、新市建設計画にうたわれた将来に希望の持てる都市基盤

整備は順調に推移してきたかに見えました。しかしながら、日本全

体が人口減に悩む中、古河市もその例外ではなく、生き残りをかけ

た地方自治体の相違工夫が試される時代が到来したのです。今こそ

近隣との都市間競争に勝ち抜き、国・県と連携をし地方創生時代に

ふさわしいまちづくりを目指さなければなりません。はりや力は

国・県とのパイプを生かして、市民誰もが幸せになれる心暖かい行

政を作るため、一身をささげる覚悟でチャレンジして参ります。皆

様の温かく、力強いご支援を心よりお願い申し上げます。と述べら



れております。 

そして、具体的な約束として、はりや力５つの約束＋１ということ

で示されております。 

１．子育て支援と豊かな教育の実現 

２．産業の振興を図ります 

３．災害に強いまちづくり(市民が安心して暮らせる社会の実現) 

４．市民の夢がかなうまちづくり（先導的プロジェクト）の推進 

５．市民とともに歩むまちづくりの推進 

プラス１として、クリーンな政治を確立します。入札制度を全面見

直し、税金の無駄遣いをなくし、公平で公正な発注を進めます。そ

して、市民とともに汗をかき、市民の夢がかなうまちづくりを必ず、

実現いたします。このような決意をもとに、街頭でも必死になって

市民の皆様に訴えて、激戦を制し、当選をされたわけであります。 

 市長就任後も市民との対話を重視しながら積極的に努力をされて

いることと思われますが、この１年を振り返っての感想をまず、お

伺いいたします。 

 次に「市長公約実現向けた取り組み」についてお伺いをいたしま

す。特に針谷市長は、市長選街頭演説の中で合併時の新市建設計画



を着実に実行していきたいと強く訴えましたが、これが多くの市民

の共感を呼んだのではなかろうかと思います。新市建設計画の中で

文化交流拠点として位置付けられている「古河駅東部土地区画整理

事業」と「新駅の設置」に向けた取り組みについて現在どのように

なっているかお伺いいたします。 

 

 ２件目は、「教育について」であります。市長は公約の中で、教育

について、子供たちが郷土を愛し夢と誇りと感動が持てる教育の実

践を掲げられておりますが、私も同感であります。古河で生まれ育

った子供たちが古河市を愛し古河市に誇りをもって羽ばたいていけ

るような教育、そしてやがては古河市に帰って古河の力となっても

らえるような、そんな教育を進めていただきますようお願いをする

ものであります。 

 今回は、教育施設の環境整備の観点から質問をさせていただきま

す。学校周囲の環境の整備や清掃、草花の植栽などの環境を整備す

ることは、児童・生徒の情操教育にもなりますし、教育的効果も大

きなものがあると考えます。 

 先日、総和南中学校の近隣の方からテニスコート西側のネットフ

ェンスにつるが這い上がっているので何とかしていただきたいとい



う連絡がありました。私も見に行きましたところつるが這い上がっ

ておりましたが、西側に大きな排水路があり学校やＰＴＡの奉仕作

業でやるには危険があると思い教育委員会に連絡をさせていただい

たわけであります。南中以外の他の学校の状況はどのようになって

いるか。また、他に学校からの要望についてはどうかをお伺いいた

します。さらに、花壇等の環境美化や樹木の剪定、植栽の手入れに

ついてはどのように対応しているかをお伺いいたします。 

 さらにまた、校舎や体育館などでの雨漏り等についてはどのよう

な状況か、施設のインフラ整備についての今後の考え方について、

合わせてお伺いをいたしまして-１回目の質問を終わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【２回目】 

 それでは、２回目の質問をさせていただきます。ご答弁をいただ

きましてありがとうございました。市長から市長就任１年を迎えて

の感想をお伺いいたしましたが、いろいろな面で軌道修正をしなけ

ればならないことがあり大変な１年間であったことと思います。 

 私は、昨年の市長選は、事実上８月４日の読売新聞の報道から始

まったといっても過言ではないと思います。出馬表明をしたわけで

ありますが、新聞の見出しに「南古河駅の実現に取り組む」はりや

氏出馬の意向という報道があったわけでありますが、南古河駅は本

当に長年の懸案でありますので、これが市民に大きな夢と希望を与

えたものと思います。 

 また、市長選後の翌日の新聞報道でも、これは毎日新聞による報

道でありますが  「新聞朗読」 

 新市建設計画に基づくまちづくりは、市の単独事業ではなかなか

難しいと思います。８月の知事選におきましても大井川新知事が誕

生いたしました。先日の提灯竿もみ祭りにもわざわざお越しくださ

いました。これからは、太いパイプで結ばれた県とのつながりを十

二分に活用して、市民の夢の実現に向けて邁進していただきますよ



うお願いをいたします。市民の夢を形にしていくことこそ政治の役

割ではないでしょうか。執行部とともに研究研讃をして、市民の夢

の実現に向けて取り組んでまいりたいと考えております。市長のご

所見をお伺いいたします。 

 次に、「教育について」でありますが、教育施設の環境整備は教育

の原点であると思います。私は、現在土地改良区の役員をさせてい

ただいておりますが、役員になって間もなく研修がありました。南

筑波土地改良区というところに研修に行きましたが、当時の大串理

事長さんから「土地改良区の施設は中に入らなくても外から見ただ

けでも、中の様子はわかります。」と言われてびっくりいたしました。

私は、それからできる限り機場や事務所の周囲の環境に配慮をさせ

ていただいておりますが、学校や市の施設も同じであると思います。

周りを見ただけで中の様子がわかるのではないでしょうか。子ども

たちが情操を育めるような環境整備をお願いしたいと思います。 

 また、校舎や体育館などのインフラ整備についてでありますが、

昭和４０年代～５０年代にかけて整備した建物が一気に老朽化して

まいりますのできちんとした整備計画を立てて、計画的に整備をし

ていけるような取り組みをお願い致しまして２回目の質問を終わり 



【３回目】 

それでは、３回目の質問をいたします。 

昨日の一般質問の中で「選挙の投票率アップ」 についての質問が

ありましたが、選挙管理委員会にお願いをしていくばかりではなく、 

市政がいかに市民のニーズに応えていくか。ということも重要であ

ると考えます。特に新駅の設置につきましては、１０代、２０代、

３０代の若者の多くが期待を寄せているというアンケートの結果も

出ておりますので、このような若者のそして市民の期待を裏切るこ

となく、真摯に取り組んでいくことが市政に目を向けていただき、

選挙にも足を運んでいただけることにもなると思います。 

 市長には多くの市民が期待をしておりますので、今後とも精力的

な市政運営をしていただきますようにお願いを申し上げます。 

もう一度ご所見をいただきまして、私の質問を終わります。 


